＜職員の広報スキルの育成＞

	職員の広報マインド・スキルアップ


1. 現状の課題

· 広報課スタッフが、通常ローテーションで異動しているため、「広報業務の知識・経験」や「広報に関する人脈」を十分に身につけておらず、庁内において、頼られる存在になっていない。したがって、広報の情報が集まってこない。また、相談を受けるメンバーに偏りがある。

· 部局側組織の広報業務に対する意識が低く、広報課のアドバイスが生かされる業務の流れになっていない。（本来であれば、当初の全体の事業設計の中で、どのように広報するかという広報計画が検討され、位置づけられるべきであるが、それらがなされていない。）
2. 現状の取り組み

· 広報グループ内でのミーティングでの勉強会の実施（随時）

· 広報課主催の広報研修の実施

3. 目的と方向性

· 庁内組織において、広報業務の重要性に対する理解を深めること。また、各スタッフの広報業務に関するスキルとマインドを高めること。

· 各部局での広報の成功事例を紹介し、それらの知識・経験を有効的に共有化すること。

· 広報課のスタッフが、専門的な知識と広報に関する人脈を身につけ、全庁的なアドバイザーになること。

4. 事業の内容

1 広報セミナーの開催（庁内スタッフ向け）

· 必要なテーマを設定し、庁内スタッフ向けに広報セミナーを開催することで、広報スキルやマインドを向上させる。

· 年５回程度　　５０名参加　　合計２５０名

· セミナーテーマ例＝「事業プランニングの発想」「効果的な情報発信アイデア」など

2 広報事例勉強会および専門家による指導

· 各部局が作成した広報物および広報手段について、事例発表会をおこなう。それらに対して、外部専門家からの指導コメントを行うことにより、広報に関する成功事例を共有化するとともに改善をおこなっていく。

3 年１回

4 広報課スタッフの外部セミナーの参加

· 広報課スタッフが、外部の広報セミナーに参加し、広報の専門的知識を身につけるとともに、広報業務における人脈を増やすことで、より幅広い広報業務をおこなっていく。

· 広報課メンバー８名×１～２回程度

· セミナー例＝「広報スタッフ育成セミナー」など

5. 必要費用

5 広報セミナーの講師への謝礼

23000円（11000円×2時間＋交通費1000円）×５回＝１１５千円

6 事例研究会への外部専門家への謝礼

45000円（11000円×4時間＋交通費1000円）×1回＝４５千円

7 広報セミナー参加費

　　　　３００００円×９名×１回＝２７０千円

　合計４３０千円　

6. 期待される効果
8 全庁的な職員の広報マインド・スキル向上による広報制作物のレベル向上

以　上































